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長野県教員育成指標

Ａ　

Ｂ

キャリアステージで身に付けるスキル

Ⅰ 基礎形成期相当
（経験１年から５年程度）

危機管理

カリキュラム・
マネジメント

求められる資質能力
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験
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修
を
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で
高
め
て
い
く
資
質
能
力

資質能力を支えるスキル

・信頼される学校を実現する上で、危機管理やコンプライアンスが欠かせ
ないことを理解し、危機の未然防止や発生時の対応に確実に取り組む。

現
代
的
な
諸
課
題
へ
の
対
応

生
徒
指
導

個への指導

集団における指導

ICT活用

インクルーシブ
な教育

・地域の活動や行事に積極的に参加したり、地域の方と交流したりして、
地域理解に努める。

「

教
育
の
プ
ロ
」

と
し
て
の
高
度
な
知
識
や
技
能

目
標
実
現
に
向
け
、

柔
軟
に
対
応
す
る
力

地
域
社
会
と

連
携
・
協
働
す
る
力

・ワークライフバランスを重視し、健康や時間を自ら管理しながら、職務
に向かうコンディションを維持する。
・自己課題に沿った研修を実施し、周囲の助言や自己の振り返りをもと
に、成長し続けようと努力する。

・チームの一員としての自己の役割を自覚し、任せられた職務に対して誠
実に取り組む。
・チームの目標を理解し、同僚と協力して目標実現に向けて努力する。

探究の学び

学
習
指
導

地域コミュニティの拠点
としての学校づくり

・「授業がもっとよくなる３観点」や「信州Basic」を踏まえた授業を確実
に行う。
・「主体的・対話的で深い学び」の視点から、授業改善に取り組み、児童
生徒の個性に応じた質の高い学びを引き出す。

・「目標に準拠した評価」により一人一人の学習状況を把握し、適切な
フィードバックを行って内容の確実な定着を図る。
・児童生徒が自己評価を行うことを学習活動に位置付け、学習内容の価値
や自己の高まりに気づかせる。

・認知などの特性や発達障がい、合理的配慮等に関する基本的な知識や考
え方を身に付け、児童生徒の実態や教育的ニーズを踏まえ一人一人に応じ
た支援を行う。
・授業のユニバーサルデザイン化に取り組む。

・探究の過程を生み出す手法を身に付け、ファシリテーターとして、探究
の学びの実現に取り組む。
・児童生徒や地域の実態に基づき、総合的な学習の時間（小中）、総合的
な探究の時間（高）のねらいを実現する学習プランを作成する。

地域をフィールドにした
学びづくり

セルフマネジメント

チームマネジメント

・地域素材を教材化したり、地域での体験学習を取り入れたりして、児童
生徒が地域を理解し、そのよさを実感できるようにする。

理
念
指
標

繰り返し自覚し
絶えず意識化を
図る資質能力

実
務
指
標

教材研究
（Plan）

Ｃ

Ｄ

Ｅ

高い倫理観と使命感及び確かな子ども理解

確かな人権意識と共感力

・児童生徒の内面を共感的に理解し、信頼関係を構築する。
・保護者や同僚と連携し、児童生徒を取り巻く環境や抱えている課題を的
確に把握し、指導に生かす。

・集団生活を送る上でのルールづくり、人間関係づくりを通して、児童生
徒の社会的スキルを高める。
・自発的・自治的な活動を重視し、児童生徒の集団への所属感や連帯感、
問題解決力を高める。

・学習目標の達成や校務の効率化に向け、ICT端末やクラウド等を効果的に
活用する。
・児童生徒の発達段階に応じ、具体例に基づいた情報モラルの指導を行
う。

・日々の教育活動を「目標−内容−方法−評価」のセットで捉え、意図的・計
画的に実践する。

指導方法
（Do)

学習評価
（Check-Action）

・教科等の特質に応じた「見方・考え方」を活用して、「知識・技能」を
確実に身に付ける授業を構想する。
・「習得−活用−探究」の学びの過程を通して、児童生徒が「思考力・表現
力・判断力等」を高めていく単元を構想する。
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初任者研修の実施系統図（養護教諭） 

 

 

 

 

長野県教員 

育成協議会 

学びの改革支援課 

養護教諭指導

員 連 絡 会 

教育事務所 

１ 教育事務所研修の計画立案 
２ 研修の推進と運営 
３ 指導養護教諭に係わる事務手続き

 

 
小学校 ・ 中学校 ・ 特別支援学校 ・ 高等学校 

長野県総合教育センター 

１ センター研修の計画立案 
２ 研修の推進と運営 

１ 初任者研修実施要綱・細目の立案 
２ 基本的研修内容の企画 
３ 各会議の開催 
４ 初任者研修の手引、シラバス等の作成 
５ 関係学校長等連絡協議会の運営 

６ 研修指導養護教諭等研修会の運営 

長野県教育委員会事務局 

関係学校長等 

連 絡 協 議 会 
保健厚生課 
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新規採用養護教諭研修実施要綱 
 

保健厚生課 

第１ 概要 
 

１  目的 

  

     公立の小・中・高等学校、特別支援学校及び義務教育学校に勤務する新規採用養護教

諭の資質向上と、専門職としての実務能力の習熟を図るため、必要な研修を実施する。 

 

２  研修内容 

 

 (1) 校内研修 

新規採用養護教諭が勤務する学校において実施する。 

 

 (2) 校外研修 

県総合教育センターが実施する指定研修及び保健厚生課が実施する専門研修と

し、詳細は別に定める。 

 

３  研修対象者 

 

 (1) 校内・校外研修ともに受講する者 

     市町村立学校職員給与負担法（昭和23年法律第135号）第１条に定める養護教諭（以

下「県費負担養護教諭」という。）及び県立学校養護教諭 

 

 (2) 校外研修に限り受講する者 

     複数配置校に配属されるなど、別に在籍する養護教諭等から校内研修に相当する

指導を受けることができる者 

 

 (3) 校内・校外研修ともに受講対象外の者 

   ア 臨時的に任用された者 

   イ 養護教諭として、大学及び高等専門学校を除く学校において、引き続き１年以上

勤務した経験のある者で、県教育委員会が研修の必要がないと認めた者 

   ウ 市町村で給料等を負担する新規採用養護教諭（ただし、校外研修は受講できる。） 

 

４ 経費 

 

   対象者の校外研修（専門研修）参加旅費及び校内研修で対象者の指導等にあたる新規

養護教諭指導員（以下「指導員」という。）の報酬等経費は、県が負担する。 

     

(1)  県費負担養護教諭については、義務教育課へ請求する。 

なお、勤務校が中核市にある場合の校外研修旅費は負担しない。 

 

(2) 県立学校養護教諭については、当該校に再配当する。 
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５ 連絡協議会 

 

     県教育委員会は、必要に応じて新規採用養護教諭勤務校の校長、指導員、新規採用養

護教諭等による連絡協議会を開催する。なお、詳細は別に通知する。 

 

６ その他 

  

(1) 関係書類の提出方法等については、別に通知する。 

 

 (2) この要綱に定めのない事項については、県が定める「会計年度任用職員の任用等

に関する取扱要領」に基づき取り扱うものとする。 

 

(3) その他疑義が生じた場合は、その都度関係機関が協議の上、決定する。 
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第２ 新規採用養護教諭指導員の任用等について 
     

       次の各項のいずれにも該当する者から１年を超えない期間を任期として任命する。 

なお、任命については、指導員が教育事務所を所属とする場合にあっては新規採用

養護教諭が勤務する学校（この要綱で「勤務校」という。）の校長からの具申に基づ

き所長が、県立学校を所属とする場合にあっては当該校長が行う。 

 

   ① 教育職員免許法（昭和24年法律第147号）に基づく養護教諭の免許状を有する者 

   ② 長野県内の公立学校において養護教諭として勤務経験があり、指導員としての識

見と熱意を持っている者 

   ③ 地方公務員法第16条の各号の規定に該当しない者 

 

 １ 指導員の身分 

 

   指導員は、地方公務員法第22条の２第１項第１号に規定する会計年度任用職員とする。 

  

 ２ 任免手続 

 

区分 市町村（学校組合）立学校 県立学校 

具申 

新規採用養護教諭配置予定校の学校長

は、校内研修で新規採用養護教諭の指導を

行う者を「指導員具申書」（様式第１号）

により、市町村（学校組合）教育委員会を

経由して所管の教育事務所へ具申する。 

 

任用 

教育事務所長は、学校長が具申した者が

適任であると認めたときは、人事通知書を

交付して指導員に任命する。 

教育事務所は、「指導員具申書」の写し

を県教育委員会に提出する。 

学校長は、指導員として適任であると認

めた者について、人事通知書を交付して指

導員に任命する。 

また、「指導員具申書」の写しを県教育

委員会に提出する。 

解職 

教育事務所長及び県立学校長は、任命した指導員が次の各号のいずれかに該当する場

合において、これを解職することができる。 

 (1) 心身の故障のため職務の遂行に支障があり、又はこれに堪えない場合 

 (2) 職務上の義務に違反し又は職務を怠った場合 

 (3) 指導員としてふさわしくない行為があった場合 

 (4) 新規採用養護教諭の退職等により、指導の必要がなくなった場合 

 (5) 指導員本人から辞職の申し出があった場合 

  （注）具申の期限等詳細については、別に定める。 

 

 ３ 指導員の職務 

 

  (1) 校内研修における指導・助言 

     指導員は、各学校の実情を考慮して勤務校の学校長と相談の上作成する「校内研

修計画書」（様式第２号）に基づき、勤務校において新規採用養護教諭への保健管
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理、保健指導、学校環境衛生及び組織活動等の実務に関する指導及び助言を行う。 

     なお、指導・助言に当たっては、別に通知する「校内研修内容」に留意すること。 

     また、教育事務所に所属する指導員については、担当する勤務校の「校内研修計

画書」の作成をもって、派遣申請があったものとみなす。 

 

  (2) 校外研修による新規採用養護教諭不在時の代替勤務 

     新規採用養護教諭が校外研修（うち、夏期宿泊研修及び２年次研修については対

象外。また、校外研修以外の年次休暇、学校行事、出張等は認められない）のため

に勤務校を不在にする場合に限り、予算の範囲内で当該養護教諭に代わって指導員

が勤務することができる。 

     なお、教育事務所に所属する指導員については、勤務校の「校外研修等計画書」

（様式第６号－１）に代替勤務計画を記載することをもって、派遣申請があったも

のとみなす。 

 

   (3) 指導員の勤務校 

必要な場合は、２校以上を担当することができる。 

 

 ４ 報酬の取扱い 

 

   指導員の報酬額は、別に通知する。 

 

 ５ 指導員の勤務報告、報酬及び通勤に係る費用弁償の支給 

 

   指導員の勤務終了後、下記６の手順に基づき勤務実績を所属長及び県教育委員会に報

告するものとし、所属長は、県が定める「会計年度任用職員の任用等に関する取扱要領」

に基づき、報酬及び通勤に係る費用弁償額（以下「報酬等」という。）を指導員の指定

する口座に振り込むものとする。 
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６ 指導員の勤務報告、報酬及び通勤に係る費用相当額の支給手順 

区分 市町村（学校組合）立学校 県立学校 

校内研修 

１ 指導員は、「校内研修計画書」（様

式第２号）に基づき、研修を行う。 

２ 指導員は、勤務が終了する都度、「指

導員勤務状況記録簿」（様式第３号）

に必要事項を記入し、学校長の確認を

受ける。 

３ 学校長は「指導員勤務状況記録簿」

の内容確認後、「指導員勤務状況整理

簿」（様式第４号）に勤務実績を記入

し、勤務月の25日（休日の場合は直前

の開庁日）までに、直接教育事務所長

に提出する。 

４ 教育事務所長は、提出された「指導

員勤務状況整理簿」に基づき、原則と

して翌月10日に報酬等を支払う。 

 

※ 教育事務所長は、「指導員勤務状況

整理簿」の写しを翌月10日までに県教

育委員会に送付する。 

１ 指導員は、「校内研修計画書」（様

式第２号）に基づき、研修を行う。 

２ 指導員は、勤務が終了する都度、「指

導員勤務状況記録簿」（様式第３号）

に必要事項を記入し、学校長の確認を

受ける。 

３ 学校長は「指導員勤務状況記録簿」

の内容確認後、「指導員勤務状況整理

簿」（様式第４号）を作成し、原則と

して翌月10日に報酬等を支払う。 

 

※ 学校長は、勤務があった月までの「指

導員勤務状況記録簿」写しを添付し、

「指導員勤務状況整理簿」を翌月10日

までに県教育委員会に送付する。 

校外研修 

代替勤務 

１ 学校長は、新規採用養護教諭の校外

研修参加に伴い、指導員による代替勤

務が必要な場合は、予算の範囲内であ

ることを確認のうえ、代替勤務予定を

「校外研修等計画書」（様式第６号－

１）」に記載し、別に定める期日まで

に市町村（学校組合）教育委員会を経

由して教育事務所に提出する。 

２ 指導員は、代替勤務が終了する都度、

「指導員勤務状況記録簿」（様式第３

号）に必要事項を記入し、学校長の確

認を受ける。 

３ 学校長は内容確認後、「指導員勤務

状況整理簿」（様式第４号）に勤務実

績を記入し、勤務月の25日（休日の場

合は直前の開庁日）までに直接教育事

務所長に提出する。 

４ 教育事務所長は、提出された「指導

員勤務状況整理簿」に基づき、原則と

して翌月10日に報酬等を支払う。 

 

※ 教育事務所長は、「指導員勤務状況

整理簿」の写しを翌月10日までに県教

育委員会に送付する。 

１ 学校長は、新規採用養護教諭の校外

研修参加に伴い、指導員による代替勤

務が必要な場合は、予算の範囲内であ

ることを確認のうえ、代替勤務予定を

「校外研修等計画書」（様式第６号－

２）に記載し、別に定める期日までに

県教育委員会に提出する。 

２ 指導員は、代替勤務が終了する都度、

「指導員勤務状況記録簿」（様式第３

号）に必要事項を記入し、学校長の確

認を受ける。 

３ 学校長は「指導員勤務状況記録簿」

の内容確認後、「指導員勤務状況整理

簿」（様式第４号）を作成し、原則と

して翌月10日に報酬等を支払う。 

 

※ 学校長は、勤務があった月までの「指

導員勤務状況記録簿」写しを添付し、

「指導員勤務状況整理簿」を翌月10日

までに県教育委員会に送付する。   
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第３ 校内研修について 
 

 １ 校内研修計画 

 

(1) 県費負担養護教諭の場合 

勤務校の学校長は、別に定める期日までに「校内研修計画書」（様式第２号）を

市町村教育委員会、教育事務所を経由して県教育委員会に提出する。 

 

(2) 県立学校養護教諭の場合 

   勤務校の学校長は、別に定める期日までに「校内研修計画書」（様式第２号）を

県教育委員会に提出する。 

 

 ２ 研修期間、日数及び標準時間 

 

   ４月から翌年２月上旬までの間に、１日４時間を標準として、13日以内で実施する。 

 

 ３ 研修の実施 

 

   勤務校の学校長は、指導員の指導・助言のもと、新規採用養護教諭の保健管理、保健

指導、学校環境衛生管理、組織活動等、実務能力の習熟が図られるよう必要な配慮を行

う。 

 

  (1) 新規採用養護教諭の校内研修実施報告については、「指導員勤務状況記録簿」（様

式第３号）の作成をもって代えることができる。 

 

  (2) 学校長は、予定した研修内容が期間内に実施されるよう進捗に留意すること。 

 

  (3) 校内研修計画を変更する場合は、変更後の「校内研修計画書」を県教育委員会、

教育事務所（県立学校の場合を除く）と共有すること。 

 

 ４ 研修の完了報告 

 

   計画していた校内研修がすべて終了したときは、「校内研修完了報告書」（様式第５

号）を勤務校の学校長が作成し、県教育委員会に提出すること。 

   この際、県立学校にあっては、未提出の「指導員勤務状況記録簿」（様式第３号）の

写しを添付すること。 
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第４ 校外研修について 
 

 １ 校外研修の受講等について 

 

  (1) 実施計画書 

 

     勤務校の学校長は、「校外研修等計画書」（様式第６号－１（市町村（学校組合）

立学校）または様式第６号－２（県立学校））を作成し、別に定める期日までに県

教育委員会に提出すること。 

 

  (2) 欠席届 

 

     勤務校の学校長は、やむを得ない理由で校外研修を欠席する場合、あらかじめ代

替研修受講等について協議のうえ、「校外研修欠席届」（様式第７号）を県教育委

員会に提出すること。 

 

 ２ 実地研修について 

 

   養護に関する専門的知識、技術の具体について、協力校の養護教諭による講義や演習

をとおして研修し、専門職としての実践力の育成を図る。 

 

    (1) 協力校の選定 

 

   ア  実地研修については、勤務校の学校長が選定した近隣校の協力を得て、協力校に

おいて実施する。 

     なお協力校の選定にあたっては、新規採用養護教諭が保健室経営を学び、実地研

修後も助言や連携が期待できる学校から選択するものとし、異なる学校規模や校種

を検討するなど、より効果的な研修ができるよう配慮すること。 

 

イ 勤務校の学校長は、４月から９月末までに実地研修が実施できるよう協力校と日

程等の調整を行い、「実地研修計画書」（様式第８号）を作成のうえ、４月末日ま

でに県教育委員会へ提出すること。 

 

ウ 県教育委員会は、勤務校から提出された「実地研修計画書」（様式第８号）に基

づき、別途協力校に研修実施を依頼すること。 

 

  (2) 内容 

 

    勤務校の学校長は、事前に指導員、協力校の学校長、養護教諭等と打合せを行い、

実地研修の目的やねらいを明確にした上で、保健管理（健康診断・健康観察等）及び

保健室経営等に関する演習・実習等の指導を受けられるよう、具体的な計画を作成し、

実施すること。 



 9  
 
 

  (3) 実施報告 

 

   ア 実地研修終了後、勤務校の学校長は「実地研修実施報告書」（様式第９号）を作

成し、養護教諭が作成する「実地研修報告書」（様式第９号付表）とともに、県

教育委員会に提出する。 

 

   イ 勤務校の学校長は、協力校にも「実地研修実施報告書」及び「実地研修報告書」

の写しを送付する。 

 

   
 附則 

 この要綱は、平成30年２月９日から施行する。 

この要綱は、令和２年４月１日から施行する。 

この要綱は、令和５年４月１日から施行する。 

 この要綱は、令和６年４月１日から施行する。 

 この要綱は、令和７年４月１日から施行する。 
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初任者の勤務する学校で校内研修を実施する。実践的な研修や教職員として必要な知識を得る研

修、自己課題を追究して専門性を向上させる研修を行う。 

 
 

 

校内研修の計画と実施 

 

様式は、長野県総合教育センターホームページ（https://www.edu-ctr.pref.nagano.lg.jp/）

「ダウンロード」の「初任者研修（養護教諭）」のページから必要に応じてダウンロードす

ること。 

 



区分 区分

４ (1) 学校の教育目標と学校保健

月 (2) 学校保健関係職員の役割、校務分掌

(3) 公文書や各種報告 (3) 健康相談の対象者の選定、進め方、記録、活用等

(4) 職員会議への提案　等 (4) 児童生徒の心身の健康状況の把握とアセスメント

(5) 健康観察に関する演習

(6) コミュニケーション能力の育成と演習

４ (1) 学校保健計画立案に必要な情報の収集 (7) 不安や悩み等の状況の実態と分析

月 (2) 健康診断の実施計画立案（演習含む） (8) 「いじめ」「児童虐待」への対応と養護教諭
～(3) 健康診断の進め方と準備（実習含む） (9) 学校医・学校歯科医等との連携

６ (4) 健康診断の事後処理

月 (5) 健康生活実践状況の把握

(6) 健康観察記録の作成、活用 ４ (1) 保健室における健康観察

月 　①　訴えの受け止め方
～　②　観察の仕方

(1) 環境衛生活動の実務 ３ 　③　データのまとめ方
(2) 水質検査・照度検査（水道・プール・机　等） 月 (2) アセスメント実習

(3) 定期検査、臨時検査、日常点検 　①　支援記録及び面接記録の作成、活用

(4) 学校薬剤師との連携 　②　記録の取扱い等の留意事項

(5) 学校安全に関する情報の提供と活用 　③　観察実習の実践

(6) 保健室における防災等リスクマネジメント 　④　来室者体験の実習

４ (3) 連携による健康相談

月 　①　校内の相談組織との連携の持ち方
～(1) 感染症・食中毒の予防と発生時の対応 　②　保護者との連携

３ (2) けがの手当と薬品、衛生材料、事後処理 　　　・保護者への連絡、面接の実際

月 (3) スポーツ振興センター災害給付制度 　　　・学年、学級保護者会への参加
(4) 感染症集団発生時の対応と事後処理 　③　学校保健委員会の活用

(5) T・T指導による保健学習の進め方 　④　健康相談支援体制事業の活用

(6) 健康教育の実際・評価 　⑤　カウンセリングの技法

(7) 学校行事における健康管理と指導 　⑥　検査、指導

(8) 集団宿泊行事に伴う保健管理の指導 (4) 健康観察・健康相談の円滑な推進

(9) 保健室だよりの作り方、活かし方 　①　学校教育活動との関連

　②　養護教諭の特質を活かした活動

(5) 支援チームの編成

(1) 保健主事に協力して進める組織活動 　①　学級経営、ホームルーム経営との連携

(2) 学校保健委員会の運営への協力 　②　個人情報の入手と保護

(3) 児童会・生徒会保健委員会の指導 　③　事例研究のまとめ方

(4) 健康教育のねらいと目標 　④　地域の関係機関の把握と連携

(6) 生徒指導（不登校傾向・いじめ・自殺等）

　　 チームとしての学校への参画

(1) 教育目標、学校保健・安全計画との整合

(2) 保健室経営計画の立案

(3) 保健室経営目標と具体的な方策 (1) 感染症情報収集システムについて

(4) 児童・生徒の健康実態と学校保健目標 (2) 国・県事業の活用について

(5) 健康センターとしての保健室の機能と設備 　　（SOSの出し方、自殺予防、性に関する指導、がん教育等）

(6) 学校医・地域関係機関との連携

(7) 評価と評価を活かした改善 合計 14日（うち1日は学校長の講義）

(1) 保健室の機能と健康相談

(2) 心身の健康に関する記録の取り方と保管、活用

その他

※学校教育と養護教諭（学校長の講義） １日

心身の健康状況の把握と学校保健計画　３日

健康相談の基礎・基本　　　　 　　　　２日

学校環境衛生と安全　　　　　　　　　　　　  １日

健康観察・健康相談の実際　　　　　　　　　　 　  ２日

保健室経営　　　　　　　　　　　 ２日

　講義形式で指導するのではなく、指導計画にそって日常の執務のなかで、下記の内容に視点をおい
て実施する。

研　　　修　　　内　　　容

組織的な活動　　　　　　　　　　　　　　  　　１日

保健管理・保健指導　　　　　　　 　　　　 　２日

研　　　修　　　内　　　容

校内研修内容
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 校外研修の計画と実施 

 

様式は、長野県総合教育センターホームページ（https://www.edu-ctr.pref.nagano.lg.jp/）

「ダウンロード」の「初任者研修（養護教諭）」のページから必要に応じてダウンロードす

ること。 
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新規採用養護教諭研修 研修日程 

１ 校外研修の期日、内容、会場について 

  校外研修の概要は次のとおりとし、各研修の詳細は別途通知する。 

＜１年次研修＞ 

(1) 小学校・中学校・特別支援学校 

開催日 研修名 会場 主な内容 

４／15（火） スタート研修 総合教育センター 
・長野県の教育について 

・教員として期待すること 

５／22（木） 専門研修① 総合教育センター 
・保健管理（健康診断・疾病管理・救急処置・

アレルギー疾患への対応）・保健室経営 

６／３（火） 教師力向上研修Ⅰ オンライン研修 ・ICT活用指導力向上に関わる講義演習 

７／28（月） 夏期研修 オンライン研修 
・コンプライアンス 

・生徒指導、保護者対応 

７／29（火） 対面・集合型研修 総合教育センター ・専門研修（保健管理・保健教育）等 

（４～９月末まで

に各校で実施） 
実地研修 近隣の協力校 

・保健管理・保健教育・健康相談/保健指導 

・保健室経営・保健組織活動・安全管理危機管理 

10／31（金） 
クロスエイジ研修 

（キャリⅠとの合同研修） 
総合教育センター 

・学校保健・保健指導 

・ＩＣＴを活用した健康教育 

12／２（火） 養護教諭生徒指導研修 総合教育センター ・生徒指導、保健室経営 

12／19（金） 専門研修② 総合教育センター 
・疾患理解、救急処置（ＡＥＤ講習） 

・安全管理・学校危機管理 

２／13（金） プログレス研修 総合教育センター ・一年のまとめ、養護教諭の役割 

(2) 高等学校 

開催日 研修名 会場 主な内容 

４／８（火） 教職基礎研修Ⅰ 総合教育センター 
・長野県の教育について 

・教員として期待すること 

５／22（木） 専門研修① 総合教育センター 
・保健管理（健康診断・疾病管理・救急処置・

アレルギー疾患への対応）・保健室経営 

６／３（火） 教師力向上研修Ⅰ オンライン研修 ・ICT活用指導力向上に関わる講義演習 

７／28（月） 夏期研修 オンライン研修 
・コンプライアンス 

・生徒指導、保護者対応 

７／29（火） 対面・集合型研修 総合教育センター ・専門研修（保健管理・保健教育）等 

（４～９月末まで

に各校で実施） 
実地研修 

近隣の協力校 ・保健管理・保健教育・健康相談/保健指導 

・保健室経営・保健組織活動・安全管理危機管理 

９／９（火） 生徒指導基礎研修Ⅱ 
総合教育センター

（高初研） 
・生徒指導 

10／31（金） 
クロスエイジ研修 

（キャリⅠとの合同研修） 
総合教育センター 

・学校保健・保健指導 

・ＩＣＴを活用した健康教育 

12／２（火） 生徒指導基礎研修Ⅲ 
総合教育センター

（高初研） 
・生徒指導、保健室経営 

12／19（金） 専門研修② 総合教育センター 
・疾患理解、救急処置（ＡＥＤ講習） 

・安全管理・学校危機管理 

２／13（金） プログレス研修 総合教育センター ・一年のまとめ、養護教諭の役割 

＜２年次研修＞※令和６年度新規採用者 

(1) 小学校・中学校・特別支援学校 

５／８（木） ２年次全体研修 オンライン研修  

11／11（火） ２年次専門研修 総合教育センター ・養護教諭の職務・学校保健と学校保健計画 

(2) 高等学校 

５／８（木） ２年次全体研修 オンライン研修  

９／25（木） ２年次教職研修Ａ 総合教育センター  

11／11（火） ２年次専門研修 総合教育センター ・養護教諭の職務・学校保健と学校保健計画 

２ 連絡協議会について 

 開催日 対象者 会場(予定） 内容 

第１回 ４／３（木） 指導員 総合教育センター 研修の概要説明、校内研修計画作成等 

第２回 ８／27（水） 指導員 指導内容の情報交換等 
 



14 
 

 

新規採用養護教諭校外研修「実地研修」実施について 

                                       保健厚生課 

１ 目的 

養護に関する専門的知識、技術の具体について、協力校の養護教諭による講義や演習をとおして

研修し、専門職としての実践力の育成を図る。 

 

２ 方法 

 (1) 協力校の選定 

ア 校外研修のうち、実地研修については近隣の学校の協力を得て、当該研修協力校において実

施する。 

なお協力校の選定にあたっては、新規採用養護教諭が保健室経営を学び、実地研修後も助言

や連携が期待できる学校から選択するものとし、さらに規模が異なる学校や異なる校種（小・

中学校間など）など、より効果的な研修となるよう配慮すること。 

イ 学校長は、協力校の内諾を得て４月から９月末までの間で実地研修が終了するよう日程等の

調整を行い、「実地研修計画書」（様式第８号）を作成のうえ、４月末までに県教育委員会へ

提出する。 

ウ 県教育委員会は、学校から提出された「実地研修計画書」に基づき、研修協力校に実施を依

頼するものとする。 

(2) 内容 

学校長は、事前に指導教員、協力校の学校長、養護教諭等と打合せを行い、実地研修の目的や

ねらいを明確にした上で、保健管理（健康診断・健康観察等）及び保健室経営等に関する演習・

実習等の指導を受けられるよう、具体的な計画を作成し、実施させるものとする。 

(3) 実施報告 

ア 実地研修終了後、学校長は「実地研修実施報告書」（様式第９号）を作成し、養護教諭が作

成する「実地研修報告書」（様式第９号付表）とともに、県教育委員会に提出する。 

   イ 学校長は、協力校にも「実地研修実施報告書」及び「実地研修報告書」の写しを送付する。 

 

  ※校外研修で新規採用養護教諭が不在となる場合における指導教員の代替勤務については、研修

要綱第２を参照のこと。 

 

３ その他 

(1) 校外研修参加に伴い、指導教員が代替勤務を実施した場合の手続きについては研修実施要綱第２

の６の表によること。 

(2) 日程変更が生じた場合、学校長は事前に協力校及び保健厚生課に連絡をすること。 

連絡先：保健厚生課（保健・安全係/TEL026-235-7444） 
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 初任者校外研修（初年度・２年次） 

 

長野県総合教育センター、教育事務所、保健厚生課の運営による校外研修を実施する。 

 

■長野県総合教育センター・教育事務所研修 

 ・保健厚生課は、長野県総合教育センター及び教育事務所等関係機関と連携を取りなが

ら、初任研スタート研修と２年次全体研修の実施要項を作成し、運営計画を立案する。 

 ■保健厚生課専門研修 

・初任者が一堂に会して、専門職としての基礎的な研修を行うことにより、知見を広め、

養護教諭としての資質の向上を図る。また、初任者相互の交流を深める。 

 

 

１ 初任研スタート研修 

 ■総合教育センター研修 

長野県教員育成指標で求められる資質能力 

 第Ⅰ期 基礎形成期相当 

Ａ Ｂ 
Ｃ地域社会と 

連 携 ・ 協 働 す

る力 

Ｄ目標実現に向け、 

柔軟に対応する力 Ｅ「教育のプロ」としての高度な知識や技能 

倫
理
観
使
命
感 

子
ど
も
理
解 

人
権
意
識
と
共
感
力

①
学
校
づ
く
り 

②
学
び
づ
く
り 

③
セ
ル
フ 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

④
チ
ー
ム 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

⑤
危
機
管
理 

⑥
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

マ

ジ

ン

⑦
教
材
研
究 

⑧
指
導
方
法 

⑨
学
習
評
価 

⑩
個
へ
の
指
導 

⑪
集
団
に
お
け
る 

指
導 

⑫
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用 

⑬
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

な
教
育 

⑭
探
究
の
学
び�

◎ ◎   ◎  ◎ ◎ ◎ ◎   ◎   ◎

(1) ねらい 

・教師としての心構えや長野県の教育課題等について講話を聞くことを通して、教 

師の職責とやりがい、夢や希望を確認する。 

・初任者研修の意義と内容を理解し、１年間の見通しをもつ。 

(2) 関連する研修シラバスの項目及び研修内容 

研修項目及び

研修内容 

１ (1) 公教育の役割と諸課題の解決に向けた取組 

１ (4) 教員の服務・勤務と公務員としての在り方 

１ (6) 教員研修と教員としての生き方・在り方  

１ (7) 教育課題の解決に向けた取組 

２ (1) 学級経営の意義   ３ (1) 教科指導の基礎 

(3) 会場、期日、内容 

会  場 期  日 内  容 

長野県総合教育 

センター 

＜高＞ 

令和７年４月８日（火）

＜小・中・特支＞ 

令和７年４月 15 日（火）

・講義「コンプライアンスと服務の基本」 

・講義「教員としてのあり方」 

・講義「学級づくり・授業づくりの基礎・基本Ⅰ・Ⅱ」

・初任研ガイダンス 

・１年間の研修計画の確認 

 

 

 

２ 教師力向上研修Ⅰ（オンラインによる講義・協議) 

■教育事務所研修 

長野県教員育成指標で求められる資質能力 

 第Ⅰ期 基礎形成期相当 
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Ａ Ｂ 
Ｃ地域社会と 

連 携 ・ 協 働 す

る力 

Ｄ目標実現に向け、 

柔軟に対応する力 Ｅ「教育のプロ」としての高度な知識や技能 

倫
理
観
使
命
感 

子
ど
も
理
解 

人
権
意
識
と
共
感
力 

①
学
校
づ
く
り 

②
学
び
づ
く
り 

③
セ
ル
フ 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

④
チ
ー
ム 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

⑤
危
機
管
理 

⑥
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・ 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

⑦
教
材
研
究 

⑧
指
導
方
法 

⑨
学
習
評
価 

⑩
個
へ
の
指
導 

⑪
集
団
に
お
け
る 

指
導 

⑫
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用 

⑬
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ 

な
教
育 

⑭
探
究
の
学
び�

    ◎    ◎ ◎    ◎   

(1) ねらい 

・学習指導、生徒指導等に関わる情報交換を行うことを通して、同じ立場の初任者

同士で自己の課題を決定していく。 

・ICT 活用指導力向上に関わる基礎基本を習得する。 

(2) 関連する研修シラバスの項目及び研修内容 

研 修 項 目 及

び研修内容 

２ (2) 学級経営の実際と工夫 

３ (1) 教科指導の基礎 

３ (2) 授業の進め方 

３ (4) 授業研究 

８ (1) 生徒指導 

８ (3) ICT 活用指導力向上 

(3) 内容例 

・オンライン（同時双方向型）によるグループ協議 

・ICT活用指導力向上に関わる講義・演習 

(4) 会場、期日、内容 

会  場 期  日 内  容 

在勤校 

（オンライン） 
令和７年６月３日（火）

・オンライン（同時双方向型）によるグループ協議 

・ICT活用指導力向上に関わる講義・演習  

 

３ 宿泊研修 

令和７年度は宿泊を伴わない研修を実施 

   夏期研修 

長野県教員育成指標で求められる資質能力 

第Ⅰ期 基礎形成期相当 

Ａ Ｂ 
Ｃ地域社会と 

連 携 ・ 協 働 す

る力 

Ｄ目標実現に向け、 

柔軟に対応する力 Ｅ「教育のプロ」としての高度な知識や技能 

倫
理
観
使
命
感 

子
ど
も
理
解 

人
権
意
識
と
共
感
力

①
学
校
づ
く
り 

②
学
び
づ
く
り 

③
セ
ル
フ 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

④
チ
ー
ム 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

⑤
危
機
管
理 

⑥
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・ 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

⑦
教
材
研
究 

⑧
指
導
方
法 

⑨
学
習
評
価 

⑩
個
へ
の
指
導 

⑪
集
団
に
お
け
る 

指
導 

⑫
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用 

⑬
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

な
教
育 

⑭
探
究
の
学
び�

◎ ◎   ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

(1) ねらい 

授業づくり、学級づくり、生徒指導の基礎・基本、ICT 活用指導力等、初任者に

とって必要とされる研修を行うことにより、実践的な指導力を付けるとともに、教

師としての資質能力の向上を図る。 

(2) 関連する研修シラバスの項目及び研修内容 
研 修 項 目 及
び研修内容 

１ (1)～(6) 教師としての基礎 
２ (1) 学級経営の意義 
２ (2) 学級経営の実際と工夫 
３ (1) 教科指導の基礎 

３ (2) 授業の進め方 
３ (4) 授業研究 
５ (1) (2) 道徳教育 
６ 特別活動 
８ (1) 生徒指導 
８ (3) ICT 活用 
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(3) 会場、期日、内容 

会  場 期  日 内  容 

在 勤 校 に お け る
オンライン研修 

１日目 
７月 28 日（月） 
オンライン研修 

◎カリキュラム・マネジメント研修
◎道徳指導研修  
◎生徒指導研修  
◎危機管理研修  
◎教科等学習指導研修  

長 野 県 総 合 教 育
センター 

２日目 
７月 29 日（火）～８月１日（金）
の指定された日 
対面・集合型研修 

 

４ 専門研修 

■保健厚生課研修 

専門研修（２日間）※通知別途 

長野県教員育成指標（養護教諭）で求められる資質能力 

第Ⅰ期 基礎形成期相当 

(1) ねらい 

   「養護教諭の職務」の中で、児童生徒等の多様性に応じた緊急対応として、リスクマ

ネジメント及びクライシスマネジメントの資質能力の向上を図る。 

(2) 専門研修① 

第Ⅰ期 基礎形成期相当 

Ａ Ｂ 
Ｃ地域社会と 

連 携 ・ 協 働 す

る力 

Ｄ目標実現に向け、 

柔軟に対応する力 Ｅ「教育のプロ」としての高度の知識や技能

倫
理
観
使
命
感 

子
ど
も
理
解 

人
権
意
識
と
共
感
力

①
学
校
づ
く
り 

②
学
び
づ
く
り 

③
セ
ル
フ 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

④
チ
ー
ム 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

⑤
危
機
管
理 

⑥
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

⑦
保
健
管
理 

⑧
保
健
教
育 

⑨
健
康
相
談
・ 

保
健
指
導

⑩
保
健
室
経
営 

⑪
保
健
組
織
活
動 

⑫
安
全
管
理
・ 

危
機
管
理

⑬
研
修
・
研
究 

     ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

① 会場、期日、内容 

会  場 期  日 内  容 

長 野 県 総 合 教 育

センター 
令和７年５月 22 日（木）

講義・演習等による基礎基本的事項の研修 
・保健管理（健康診断・健康観察・保健指導） 
・食物アレルギー対応 
・リスクマネジメント 
協議 

(3) 専門研修② 

第Ⅰ期 基礎形成期相当 

Ａ Ｂ 
Ｃ地域社会と 

連 携 ・ 協 働 す

る力 

Ｄ目標実現に向け、 

柔軟に対応する力 Ｅ「教育のプロ」としての高度の知識や技能

倫
理
観
使
命
感 

子
ど
も
理
解 

人
権
意
識
と
共
感
力

①
学
校
づ
く
り 

②
学
び
づ
く
り 

③
セ
ル
フ 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

④
チ
ー
ム 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

⑤
危
機
管
理 

⑥
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

⑦
保
健
管
理 

⑧
保
健
教
育 

⑨
健
康
相
談
・ 

保
健
指
導

⑩
保
健
室
経
営 

⑪
保
健
組
織
活
動 

⑫
安
全
管
理
・ 

危
機
管
理

⑬
研
修
・
研
究 

     ◎ ◎ ◎ ◎  ◎  ◎ ◎ ◎

① 会場、期日、内容 

会  場 期  日 内  容 

長 野 県 総 合 教 育

センター 
令和７年 12 月 19 日（金）

・保健管理（救急処置） 

・安全管理・危機管理（基礎）演習 
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５ 実地研修 ※通知別途 

   長野県教員育成指標（養護教諭）で求められる資質能力 

 第Ⅰ期 基礎形成期相当 

(1) ねらい 

養護に関する専門的知識、技術の具体について、協力校の養護教諭による講義や演習

をとおして研修し、専門職としての実践力の育成を図る。 

Ａ Ｂ 
Ｃ地域社会と 

連 携 ・ 協 働 す

る力 

Ｄ目標実現に向け、 

柔軟に対応する力 Ｅ「教育のプロ」としての高度の知識や技能

倫
理
観
使
命
感 

子
ど
も
理
解 

人
権
意
識
と
共
感
力 

①
学
校
づ
く
り 

②
学
び
づ
く
り 

③
セ
ル
フ 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

④
チ
ー
ム 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

⑤
危
機
管
理 

⑥
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・ 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

⑦
保
健
管
理 

⑧
保
健
教
育 

⑨
健
康
相
談
・ 

 

保
健
指
導 

⑩
保
健
室
経
営 

⑪
保
健
組
織
活
動 

⑫
安
全
管
理
・ 

危
機
管
理 

⑬
研
修
・
研
究 

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

(2) 会場  

近隣の学校の協力を得て、当該研修協力校において実施する。 

 

６ キャリアアップⅠクロスエイジ研修 

長野県教員育成指標（養護教諭）で求められる資質能力 

第Ⅰ期 基礎形成期相当 

Ａ Ｂ 
Ｃ地域社会と 

連 携 ・ 協 働 す

る力 

Ｄ目標実現に向け、 

柔軟に対応する力 Ｅ「教育のプロ」としての高度の知識や技能

倫
理
観
使
命
感 

子
ど
も
理
解 

人
権
意
識
と
共
感
力 

①
学
校
づ
く
り 

②
学
び
づ
く
り 

③
セ
ル
フ 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

④
チ
ー
ム 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

⑤
危
機
管
理 

⑥
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・ 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

⑦
保
健
管
理 

⑧
保
健
教
育 

⑨
健
康
相
談
・ 

保
健
指
導

⑩
保
健
室
経
営 

⑪
保
健
組
織
活
動 

⑫
安
全
管
理
・ 

危
機
管
理

⑬
研
修
・
研
究 

  ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

(1) ねらい 

・５年経験者とのクロスエイジセッションにより、自己の教科等における学校保健の

実践を語り合うことで、経験年数による課題や成果の違いを共有し、自己課題をよ

り明確化するとともに、課題解決の参考とする。 

・ICT 教育における健康教育の実際と評価について理解する。 

(2) 関連する研修シラバスの項目及び研修内容 

研 修 項 目 及

び研修内容 

・健康教育の実際２ 

３ (1) 教科指導の基礎 

３ (2) 授業の進め方 

３ (4) 授業研究 

８ (3) ICT 活用指導力向上 

(3) 会場、期日、内容 

会  場 期  日 内  容 

長 野 県 総 合 教 育

センター 
令和７年 10 月 31 日（金）

・授業実践について実践発表 

・協議 

・健康教育の評価 

 

７ 生徒指導研修 

＜小学校・中学校・特別支援学校＞ 

 ■保健厚生課研修 

長野県教員育成指標（養護教諭）で求められる資質能力 
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第Ⅰ期 基礎形成期相当 

Ａ Ｂ 
Ｃ地域社会と 

連 携 ・ 協 働 す

る力 

Ｄ目標実現に向け、 

柔軟に対応する力 Ｅ「教育のプロ」としての高度の知識や技能

倫
理
観
使
命
感 

子
ど
も
理
解 

人
権
意
識
と
共
感
力 

①
学
校
づ
く
り 

②
学
び
づ
く
り 

③
セ
ル
フ 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

④
チ
ー
ム 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

⑤
危
機
管
理 

⑥
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・ 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

⑦
保
健
管
理 

⑧
保
健
教
育 

⑨
健
康
相
談
・ 

 

保
健
指
導 

⑩
保
健
室
経
営 

⑪
保
健
組
織
活
動 

⑫
安
全
管
理
・ 

危
機
管
理 

⑬
研
修
・
研
究 

    ◎ ◎ ◎    ◎ ◎ ◎   

 

(1) ねらい 

生徒指導の基礎・基本、カウンセリングの基本の講義や演習等を通して専門職と

しての研修を行い、実践的指導力と資質の向上を図る。 

  (2) 会場、期日、内容 

会  場 期  日 内  容 

長 野 県 総 合 教 育

センター 
令和７年 12 月２日（火）

・児童生徒理解と生徒指導の基本 

・カウンセリングの基本 

・現代的健康課題の理解とその対応 

＜高等学校＞ 

 ■高等学校初任者研修 

生徒指導基礎研修Ⅱ 

期日：令和７年９月９日（火） 

生徒指導基礎研修Ⅲ 

期日：令和７年 12 月２日（火） 

 

８ プログレス研修（別途通知） 

長野県教員育成指標（養護教諭）で求められる資質能力 

 第Ⅰ期 基礎形成期相当 

Ａ Ｂ 
Ｃ地域社会と 

連 携 ・ 協 働 す

る力 

Ｄ目標実現に向け、 

柔軟に対応する力 Ｅ「教育のプロ」としての高度の知識や技能

倫
理
観
使
命
感 

子
ど
も
理
解 

人
権
意
識
と
共
感
力

①
学
校
づ
く
り 

②
学
び
づ
く
り 

③
セ
ル
フ 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

④
チ
ー
ム 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

⑤
危
機
管
理 

⑥
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

⑦
保
健
管
理 

⑧
保
健
教
育 

⑨
健
康
相
談
・ 

保
健
指
導

⑩
保
健
室
経
営 

⑪
保
健
組
織
活
動 

⑫
安
全
管
理
・ 

危
機
管
理

⑬
研
修
・
研
究 

  ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

 (1) ねらい 

１年目の自己の学校保健に関する実践を語り合うことで、自己課題を見つめ直

し、今後の取組について考える。  

  (2) 会場、期日、内容 

会  場 期  日 内  容 

長 野 県 総 合 教 育

センター 
令和８年２月 13 日（金）

・実践の発表と今後の自己課題追究の在り方

の検討 

・個別的な相談指導 

 

 ・実践発表 『１年間を振り返って』 

１年間の研修のまとめとして実践発表をおこなう。 
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発表資料はパワーポイントにまとめ、管理職に御指導いただき、保健厚生課へ提出

する。 

・保健室経営計画（令和７年度）の反省と次年度（令和８年度）への計画 

本年度の自校の保健室経営計画を修正・作成し、自己評価（できる人は他者評価 

も）を入れたもの。 

 

 

【２年次研修】（令和６年度初任者） 

１ ２年次全体研修 

  ■総合教育センター研修 

長野県教員育成指標で求められる資質能力 

 第Ⅰ期 基礎形成期相当 

Ａ Ｂ 
Ｃ地域社会と 

連 携 ・ 協 働 す

る力 

Ｄ目標実現に向け、 

柔軟に対応する力 Ｅ「教育のプロ」としての高度な知識や技能 

倫
理
観
使
命
感 

子
ど
も
理
解 

人
権
意
識
と
共
感
力 

①
学
校
づ
く
り 

②
学
び
づ
く
り 

③
セ
ル
フ 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

④
チ
ー
ム 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

⑤
危
機
管
理 

⑥
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・ 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

⑦
教
材
研
究 

⑧
指
導
方
法 

⑨
学
習
評
価 

⑩
個
へ
の
指
導 

⑪
集
団
に
お
け
る 

指
導 

導
⑫
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用 

⑬
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ 

な
教
育 

⑭
探
究
の
学
び�

◎ ◎ ◎ ◎ ◎       ◎ ◎ ◎  ◎  ◎  

(1) ねらい 

２年目の自覚を高め、より広い視野、より深い児童生徒理解のための手法を学ぶ。 

(2) 関連する研修シラバスの項目及び研修内容 

研 修 項 目 及

び研修内容 
１ (4) 教員の服務・勤務と公務員としての在り方   

１ (6) 教員研修と教員としての生き方・在り方 

１ (7) 教育課題の解決に向けた取組 

２ (1) 学級経営の意義 ２ (3) 保護者と連携を図った学級経営 

８ (1) 生徒指導    ８ (3) ICT 活用指導力向上 

(3) 会場、期日、内容 

会  場 期  日 内  容 

在勤校における 

オンライン研修 
令和７年５月８日（木）

・２年次研修ガイダンス 

・セルフチェックシートの活用 

・講義「地域とともにある学校」 

・講義「人権教育を進めるうえで大切にしたいこと」

・講義「ICT 活用指導力向上研修Ⅱ」 

・講義「生徒指導・特別支援教育の目指すもの」 

 

２ 必修研修 １日  

＜小学校・中学校・特別支援学校＞  

長野県教員育成指標で求められる資質能力 

第Ⅰ期 基礎形成期相当 

Ａ Ｂ 
Ｃ地域社会と 

連 携 ・ 協 働 す

る力 

Ｄ目標実現に向け、 

柔軟に対応する力 Ｅ「教育のプロ」としての高度な知識や技能 

倫
理
観
使
命
感 

子
ど
も
理
解 

人
権
意
識
と
共
感
力 

①
学
校
づ
く
り 

②
学
び
づ
く
り 

③
セ
ル
フ 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

④
チ
ー
ム 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

⑤
危
機
管
理 

⑥
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・ 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

⑦
教
材
研
究 

⑧
指
導
方
法 

⑨
学
習
評
価 

⑩
個
へ
の
指
導 

⑪
集
団
に
お
け
る 

指
導 

⑫
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用 

⑬
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ 

な
教
育 

⑭
探
究
の
学
び�

       ◎ ◎ ◎ ◎   ○ ○ ○
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(1) ねらい 

学んだ成果をもとに教育実践を振り返り改善を図る。 

(2) 関連する研修シラバスの項目及び研修内容 
研 修 項 目 及
び研修内容 

１ (2) 学習指導要領と教育課程の編成・
実施並びに評価 

３ (1) 教科指導の基礎 

３ (2) 授業の進め方 
３ (4) 授業研究 

(3) 内容 

   以下の①②両方を視聴することで、１日とする。 

① 長野県教育委員会が作成する、小学校及び中学校学習指導要領の趣旨の実現に係

る動画 

② 独立行政法人教職員支援機構（NITS）動画教材「校内研修シリーズ」又は「新学 

習指導要領シリーズ」から２本以上 

   なお、在勤郡市内で、教育課程研究協議会に相当する研究会が開催される場合は、

その参加をもって必修研修に代えることができる。 

＜高等学校＞ 

 ２年次教職研修Ａ 

 期日：令和７年９月 25 日（木） 

 

３ 専門研修 

  ■保健厚生課研修 

長野県教員育成指標（養護教諭）で求められる資質能力 

第Ⅰ期 基礎形成期相当 

Ａ Ｂ 
Ｃ地域社会と 

連 携 ・ 協 働 す

る力 

Ｄ目標実現に向け、 

柔軟に対応する力 Ｅ「教育のプロ」としての高度の知識や技能

倫
理
観
使
命
感 

子
ど
も
理
解 

人
権
意
識
と
共
感
力 

①
学
校
づ
く
り 

②
学
び
づ
く
り 

③
セ
ル
フ 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

④
チ
ー
ム 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

⑤
危
機
管
理 

⑥
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・ 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

⑦
保
健
管
理 

⑧
保
健
教
育 

⑨
健
康
相
談
・ 

保
健
指
導

⑩
保
健
室
経
営 

⑪
保
健
組
織
活
動 

⑫
安
全
管
理
・ 

危
機
管
理

⑬
研
修
・
研
究 

    ◎ ◎  ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎  ◎

(1) ねらい  

１年間の自己の成長を振り返り、５年目までの自己課題を設定する。  

(2) 会場、期日、内容 

会  場 期  日 内  容 

長 野 県 総 合 教 育

センター 
令和７年 11 月 11 日（火）

・保健管理・健康教育 

・特別支援教育 

・生徒指導  ・協議 

(3) その他 

養護教諭研修会又は養護教諭研究協議会を１日以上受講し、現代的な諸課題への

対応研修とする。 



22 
 

 
 
 
 
  

報告書の提出及び様式
 

 

様式は、長野県総合教育センターホームページ（https://www.edu-ctr.pref.nagano.lg.jp/）

「ダウンロード」の「初任者研修（養護教諭）」のページから必要に応じてダウンロードす

ること。 

 



初年度提出資料の取扱いについて　【市町村立学校】

R７一部改正

学校 → 市町村教育
委員会 → 教育事務所 → 県教育委員会

（様式第１号） ３部 ２部 １部
指導員具申書 (正１、副２) (正１、副１) （副１）

３月上旬 ３月中旬 ３月下旬

学校
市町村教育

委員会
教育事務所 県教育委員会

（内部事務総合システム） ← ← ３月末 → 4月1日

人事通知書 １部 ２部 人事通知書の作成 １部 ４月連絡協議会で
（写） （写） （正） 指導教員に交付

（様式第２号）
学校 → 市町村教育

委員会 → 教育事務所 → 県教育委員会
（保健厚生課）

校内研修計画書 ３部 ４月中旬 ２部 ４月下旬 １部
(正１、副２) (正１、副１) （正１） ４月末

（様式第６号－１）
校外研修等計画書

（様式第３号） → 市町村教育
委員会 → 教育事務所 →

指導員勤務状況 ３部 ２部 １部
記録簿 (正１、副２) (正１、副１) (正１) 全研修終了後

（校内研修、代替勤務） 勤務する都度、記入 １か月以内

（様式第４号） 学校 教育事務所

指導員勤務状況 →
整理簿 当月25日まで １部 翌月10日まで

↓ （写し）
翌月10日までに

報酬支払

（様式第５号）
学校 → 市町村教育

委員会 → 教育事務所 → 県教育委員会
（保健厚生課）

校内研修完了報告書 ３部 ２部 １部
(正１、副２) (正１、副１) (正１)

（様式第８号）
学校 → 市町村教育

委員会 → 教育事務所 → 県教育委員会
（保健厚生課）

実地研修計画書 ３部 ２部 １部
９月末までに (正１、副２) (正１、副１) (正１)

研修を実施する

※作成漏れに留意 ← ５月中

依頼

（様式第９号）
学校 → 市町村教育

委員会 → 教育事務所 → 県教育委員会
（保健厚生課）

実地研修実施報告書 ３部 ２部 １部
(正１、副２) (正１、副１) (正１)

（様式第９号付表）
実地研修報告書

写しに礼状を添えて送付する

注：「市町村教育委員会」には学校組合教育委員会も含むものとする。

指導員勤務状況
記録簿から月別

に作成

当月までの指導員勤務状況記録簿
（様式３）の写しを添えて提出

学校

実地研修終了後
１か月以内

全研修終了後
１か月以内

県教育委員会
（保健厚生課）

県教育委員会
（保健厚生課）

全研修終了後
２週間

全研修終了後
３週間

４月末

メールにて確認し
協力校へ依頼

協力校

市町村教育委員会への提出と同時に保健厚生課アドレスへメール送信

市町村教育委員会への提出と同時に保健厚生課アドレスへメール送信

実地研修終了後
２週間

実地研修終了後
３週間

全研修終了後
２週間

全研修終了後
３週間

市町村教育委員会への提出と同時に保健厚生課アドレスへメール送信

協力校

実地研修日が決定次第、速やかに保健厚生課アドレスへメール送信

４月中旬 ４月下旬
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初年度提出資料の取扱いについて　【県立学校】

R７ 一部改正

学校
県教育委員会
（保健厚生課）

（様式第１号） １部（写し）

指導員具申書 ※校長が任命 ３月下旬

学校 県教育委員会

（内部事務総合システム） 指導員に交付 ４月 １日
人事通知書

※内部事務

　総合システム

（様式第２号）
学校

県教育委員会
（保健厚生課）

校内研修計画書 １部
４月末

（様式第６号－２）
校外研修等計画書

（様式第３号）
指導員勤務状況 １部（写し）

記録簿
（校内研修、代替勤務） 勤務する都度、記入 全研修終了後

１か月以内

（様式第４号） 学校

指導員勤務状況 １部

整理簿 翌月10日まで

↓
翌月10日までに

報酬支払

（様式第５号）
学校

県教育委員会
（保健厚生課）

校内研修完了報告書 １部

（様式第８号）
学校

１部
県教育委員会
（保健厚生課）

実地研修計画書 ９月末までに
研修を実施する

↓

← 協力校へ依頼

※作成漏れに留意 依頼 ５月中

（様式第９号）
学校

県教育委員会
（保健厚生課）

実地研修実施報告書 １部

（様式第９号付表）
実地研修報告書

４月連絡協議会に
て指導員に交付

県教育委員会
（保健厚生課）指導員勤務状況記

録簿から月別に作成 当月までの指導員勤務状況記録簿（様式３）の写しを添えて提出

実地研修終了後
１か月以内

全研修終了後
１か月以内

協力校

協力校
写しに礼状を添えて送付する

４月末
実地研修日が決定次第、速やかに保健厚生課アドレスへメール送信

県教育委員会
（保健厚生課）

学校

 24
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２年次提出資料の取扱いについて 

１ 計画書及び報告書について 

 

２年次提出資料の取扱いについて　

【市町村立学校】

学校 →
市町村教育

委員会 → 教育事務所 → 県教育委員会

（様式第25号） ３部 ２部 １部
２年次研修計画書

５月23日（金） ５月30日（金） ６月13日（金）

学校
市町村教育

委員会
教育事務所 県教育委員会

（様式第25号） → → →
２年次研修報告書 １部 　１月23日（金） ２部 １月30日（金） １部 ２月13日（金）

注：「市町村教育委員会」には学校組合教育委員会も含むものとする。

【県立学校】

学校 県教育委員会

（様式第25号） １部

２年次研修計画書 ６月13日（金）

学校 県教育委員会
（様式第25号） １部
２年次研修報告書 ２月13日（金）

 

 

２ 異動による２年次研修の引き継ぎについて 

・研修対象者の異動については、校長が異動先の校

長に、研修受講中の旨を連絡するとともに、２年

次研修対象者異動届（様式 27）を教育事務所へ２

部提出し、教育事務所は学びの改革支援課へ１部

提出する。（県立中学校及び県立高等学校は学びの

改革支援課へ１部、特別支援学校は特別支援教育

課へ１部提出する。） 

・ 指定研修休止者が異動する場合、所属校の校長は、

異動先の学校（以下「新任校」という）の校長に、

２年次研修休止の旨を連絡するとともに、「指定研

修休止者異動届（様式 46）」を、所管の教育委員

会に３部提出する。所管の教育委員会は、所管の

教育事務所長に２部提出し、教育事務所長は学び

の改革支援課長に１部提出する。（県立中学校及び

県立高等学校は学びの改革支援課へ１部、特別支

援学校は特別支援教育課へ１部提出する。） 
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３ ２年次の猶予について 

・対象者が健康上のやむを得ない事由等で研

修講座の全てに出席することができない場

合、校長は、長野県総合教育センター教職

教育部長に電話連絡をした上で、指定研修

の猶予に係る電子申請を行う。 

また、電子申請送信直後の画面から出力可

能な PDF ファイル（様式 28）を出力し、所

属校で保管する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

４ ２年次研修の休止・再開について 

・対象者が健康上の理由等により、指定された年

度途中に研修を継続することができないと判断

する場合、校長は、休止に係る電子申請を行う。

また、送信直後の画面から出力可能な PDF ファ

イル「指定研修休止願（様式 44）」を出力し、「指

定研修報告書（休止者用）（様式 29）」と合わせ

て所管の教育委員会に３部提出する。（県立中学

校及び県立高等学校は学びの改革支援課へ１部、

特別支援学校は特別支援教育課へ１部提出す

る。） 

・翌年以降、研修を再開する場合、校長は、電子

申請を行う。 

また、送信直後の画面から出力可能な PDF ファ

イル「指定研修再開願（様式 45）」を出力し、

所管の教育委員会に３部提出する。（県立中学校

及び県立高等学校は学びの改革支援課へ１部、

特別支援学校は特別支援教育課へ１部提出す

る。） 

<研修猶予の例＞ 

◇産・育休中 

◇療養休暇、介護休暇等 

◇内地留学、長期校外研修 

◇日本人学校勤務、団体役員専従期間 

◇健康上、受講不可能な場合 

◇育休明け１年未満で研修の実施が困難であると本人からの申し出があった場合 

◇その他、県教育委員会が認めた場合 
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<研修休止の例＞ 

◇産・育休 

◇療養休暇、介護休暇等 

◇健康上、受講不可能な場合 

◇その他、県教育委員会が認めた場合 
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様 式 集 

 

初年度に関わる様式 

   様式第１号～第９号付表 

 

２年次に関わる様式 

   様式 25・27・28・29・44・45・46 
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（様式第１号） 

指 導 員 具 申 書 
 

                                                                        年  月  日 

  保健厚生課長 様 

教育事務所長 様 

 

                                                               （学校名：          ） 

学校長            

 

担当者名  

電話番号  

 

校内研修受講者等については次のとおりです。 

 

１ 受講対象者 

氏    名    等 採用予定日 免許状の種類 経験の有無 勤務校等 

 ふりがな  養護教諭 新 卒 経験有の場合

(氏名)  一種   

  

・ ・  

二種 

その他 

(     )

養護教諭 

又は養護助教諭 

(     年) 

(生年月日) 

    年    月    日 

 (参考) 

看護師免許 

教諭又は講師等 

(      年) 

  有・無 その他(看護師・保健師等) 

(満年齢)          歳    (        ) 

 

 

２ 具申する指導員 

氏    名     等 生 年 月 日      免許状の種類 養護教諭経験年数 最終勤務校

(住所)〒       

 

 

・ ・     

(電話)     

     

 ふりがな     

(氏名)         歳    
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（様式第２号） 

校 内 研 修 計 画 書 

                    年  月  日 

    長 野 県 教 育 委 員 会  様 

  （ 保 健 厚 生 課 扱 い ） 

                                                               （学校名：          ） 

                                                                 学校長            

担当者名  

電話番号  

   次のとおり計画していますので報告します。 

養護教諭氏名  指導員氏名 
 

研修予定 
研       修       内        容 

番号 日付 時間 

１    

２    

３    

４    

５    

６    

７    

８    

９    

10    

11    

12    

13    

 注：研修時間は、１日当たり４時間を標準とする。 
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（様式第３号） 

指 導 員 勤 務 状 況 記 録 簿 
 

学校名  
勤務の種類 

（いずれかに○印）
校内研修 ・ 代替勤務 

養護教諭氏名 指導員氏名 

実施日 勤 務 時 間 
（時間数は休憩時間を除いた実働時間）

研修指導または代替勤務の内容 
指導員

認 印

学校長

確認印

 
   時  分から 

   時  分まで 
時間    

 
   時  分から 

   時  分まで 
時間    

 
   時  分から 

   時  分まで 
時間    

 
   時  分から 

   時  分まで 
時間    

 
   時  分から 

   時  分まで 
時間    

 
   時  分から 

   時  分まで 
時間    

 
   時  分から 

   時  分まで 
時間    

 
   時  分から 

   時  分まで 
時間    

 
   時  分から 

   時  分まで 
時間    

 
   時  分から 

   時  分まで 
時間    

 
   時  分から 

   時  分まで 
時間    

 
時  分から 

   時  分まで 
時間    

 
   時  分から 

   時  分まで 
時間    

計 時間  

注：校内研修と校外研修代替勤務は別葉で作成すること。 

  その都度指導事項（勤務内容）等を記入し、学校長の確認を受けること。 
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（様式第４号） 

 

指 導 員 勤 務 状 況 整 理 簿 

［   月分］ 
                    年  月  日 

  保健厚生課長 様 

教育事務所長 様 

                                                               （学校名：          ） 

学校長             

 

担当者名  

電話番号  

 

養護教諭氏名 指導員氏名 

 

下記のとおり、勤務したので報告します。 
 
１ 校内研修 

勤務日 勤 務 時 間 
（時間数は休憩時間を除いた実働時間）

勤 務 内 容 

 

   時  分から 

 

   時  分まで 

時間

 

 

   時  分から 

 

   時  分まで 

時間

 

月計 時間 ［   月分］までの総計        時間 

２ 校外研修代替勤務 

勤務日 勤 務 時 間 
（時間数は休憩時間を除いた実働時間）

勤 務 内 容 

 

   時  分から 

 

   時  分まで 

時間

 

 

   時  分から 

 

   時  分まで 

時間

 

月計 時間  ［   月分］までの総計        時間
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（様式第５号） 

 

校 内 研 修 完 了 報 告 書 
 

                                                             年  月  日 

 

長野県教育委員会  様 
  （保健厚生課扱い） 

 

                                                               （学校名：          ） 

学校長            

 

担当者名  

電話番号  

   

   新規採用養護教諭に係る校内研修計画に基づき、すべての研修を実施しましたので、所見を

添えて報告します。 

     

養護教諭氏名  

指 導員氏名  

 

＜学校長の所見＞ 
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（様式第６号－１）（小学校・中学校・特別支援学校） 

校 外 研 修 等 計 画 書 
  年  月  日 

    長 野 県 教 育 委 員 会  様 

  （ 保 健 厚 生 課 扱 い ） 

                                                               （学校名：          ） 

学校長             

担当者名  

電話番号  

   次のとおり計画していますので報告します。 

養護教諭氏名  

参加計画 

（どちらかに○） 
研修名 会場 

旅費所要額 

（宿泊費を含む）

欠席の場合の 

理由 

代替勤務計画

時間数 

参加・欠席 スタート研修 
総合教育 

センター 

 

時間

参加・欠席 専門研修① 
総合教育 

センター 
円

 

時間

参加・欠席 夏期研修１日目 
勤務校 

（オンライン）
 

参加・欠席 夏期研修２日目 
総合教育 

センター 
 

参加・欠席 実地研修 協力校 

円

 

時間

参加・欠席 

クロスエイジ研修 

（キャリアアップ

研修Ⅰとの合同） 

総合教育 

センター 
円

 

時間

参加・欠席 
養護教諭生徒指導

研修 

総合教育 

センター 
円

 

時間

参加・欠席 専門研修② 
総合教育 

センター 
円

 

時間

参加・欠席 プログレス研修 
総合教育 

センター 
円

 

合  計 
円

 

時間

注：１ 校外研修（専門研修）の旅費は所属校から研修会場までとする。 

２ 旅費所要額は、再配当の目安となるので、交通手段や経路等を考慮して概算で算出すること。 

３ 実地研修の協力校は近隣の学校とする。旅費を必要とする場合は、保健厚生課に相談すること。 

４ 代替予定については、合計時間（予算に応じて別途通知）の範囲内で変更することができる。 
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（様式第６号－２）（高等学校） 
 

校 外 研 修 等 計 画 書 
  年  月  日 

    長 野 県 教 育 委 員 会  様 

  （ 保 健 厚 生 課 扱 い ） 

                                                               （学校名：          ） 

学校長             

担当者名  

電話番号  

   次のとおり計画していますので報告します。 

養護教諭氏名  

参加計画 

（どちらかに○） 
研修名 会場 

旅費所要額 

（宿泊費を含む）

欠席の場合の 

理由 

代替勤務計画 

時間数 

参加・欠席 教職基礎研修Ⅰ 
総合教育

センター 時間

参加・欠席 専門研修① 
総合教育

センター
 

円

 

時間

参加・欠席 夏期研修１日目 
勤務校 

（オンライン）

 

参加・欠席 夏期研修２日目 
総合教育

センター

 

参加・欠席 実地研修 協 力 校  

円

 

時間

参加・欠席 生徒指導基礎研修Ⅱ 
総合教育

センター
円

 

時間

参加・欠席 

クロスエイジ研修

（キャリアアップ研

修Ⅰとの合同） 

総合教育

センター
 

円

 

時間

参加・欠席 生徒指導基礎研修Ⅲ 
総合教育

センター
       

      円

 

時間

参加・欠席 専門研修② 
総合教育

センター
        

      円

 

時間

参加・欠席 プログレス研修 
総合教育

センター
 

円

 

合計  

円

 

時間

 注：１ 校外研修（専門研修）の旅費は所属校から研修会場までとする。 
 ２ 旅費所要額は、再配当の目安とするので、交通手段や経路等を考慮して概算で算出すること。 
 ３ 実地研修の協力校は近隣の学校とする。旅費を必要とする場合は、保健厚生課に相談すること。 
 ４ 代替予定については、合計時間（予算に応じて別途通知）の範囲内で変更することができる。 
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（様式第７号） 

 

校 外 研 修 欠 席 届 

 

  年  月  日 
 
    長 野 県 教 育 委 員 会  様 

  （ 保 健 厚 生 課 扱 い ）  

 

                                                               （学校名：          ） 

学校長            

 

担当者名  

電話番号  

 

 下記のとおり、事情により校外研修を欠席します。 

 

                                                記 

 

養 護 教 諭 氏 名  

欠 席 す る 日  

校 外 研 修 名  

欠 席 の 理 由  
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（様式第８号） 

 

実 地 研 修 計 画 書 
 

  年  月  日 
 
    長 野 県 教 育 委 員 会  様 

  （ 保 健 厚 生 課 扱 い ） 

                                                               （学校名：          ） 

学校長            

 

担当者名  

電話番号  

 

   次のとおり協力校等を選定したので報告します。 

 

養 護 教 諭 氏 名  

研 修 予 定 日    年   月   日 （    ） 

研 修 

協力校 

学 校 名  

学校長氏名  

養護教諭氏名  

研修予定内容 
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（様式第９号） 
 

実 地 研 修 実 施 報 告 書 

 

 

  年  月  日 
 
    長 野 県 教 育 委 員 会  様 

  （ 保 健 厚 生 課 扱 い ） 

                                                               （学校名：          ） 

学校長            

 

担当者名  

電話番号  

 

 実地研修を下記のとおり実施したので報告します。 

新規採用養護教諭氏名  

研   修   日    年   月   日 （    ） 

研 修 

協力校 

学 校 名  

学校長氏名  

養護教諭氏名  

研修実施内容 

 

 

 

 

 

 注：付表を添えて提出すること。また、協力校にも写しを送付すること。 
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（様式第９号付表） 

 

実 地 研 修 報 告 書 
 

実地研修受講 

養護教諭 

学 校 名  

養護教諭氏名  

協力校 

養護教諭指導員 

学 校 名  

養護教諭氏名  

報告 
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（様式 25） 

２年次研修（計画・報告）書（養護教諭） 

学校名 学校 氏 名  

１年次研修
の振り返り
と課題 

 

研修テーマ 

（自己課題） 

 

２年次全体研修（総合教育センター研修） 養護教諭研修会又は養護教諭研究協議会の参加 

実 施 日    月    日 （   ） 研 修 名 

必修研修 ＜小学校・中学校・特別支援学校＞ 

（動画視聴または教育課程研究協議会） 
参 加 日    月    日 （   ） 

実 施 日    月    日 （   ） 
視聴動画 
 

 

研修内容 

研修を通じて学んだこと 

今後に活かしたいこと   等（報告書のみ） 必修研修 ＜高等学校＞ 

２年次教職員研修 

実 施 日    月    日 （   ） 

２年次専門研修（保健厚生課） 

実 施 日    月    日 （   ） 

２年次の研修

を振り返って

今後の課題 

 

学校長 
所見 
（報告書のみ） 

 

 
本校、２年次研修対象者         養護教諭の研修（計画・報告）書を作成し提出します。

令和  年  月  日   

  
       市・町・村立        学校   校長              
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(様式 27) 
令和  年  月  日 

学びの改革支援課長 様 
特別支援教育課長  様 
教育事務所長     様 
 

   立     学校 
 

校長          
 
 

２年次研修対象者 異動届 
 
 
下記のとおり、研修対象者の異動を報告します。 

 
 

記 
 
 

対象者の職氏名  職名   教諭 氏名 

職員番号  

現在の勤務校                         学 校 

異動先の学校 

該当教育事務所                 教育事務所 

郡 市 名  

学 校 名                    学 校 
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（様式 28） 

 
令和  年  月  日 

 
長野県総合教育センター所長 様 

 
 

                            校長                
 
 

２ 年 次 研 修  猶 予  願 
 
 

下記のとおり、本校対象者について研修を猶予願います。 
 

記 
 

対象者の職氏名  職名 氏名 

職員番号  

猶予の事由 
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（様式 29） 

２年次研修 報告書（休止者用）（養護教諭用） 

学校名 学校 氏 名  

１年次研修
の振り返り
と課題 

 

研修テーマ 

（自己課題） 

 

下記の研修のうち、実施した研修の□にチェックをし、実施日や内容を記載してください。 
（未実施の研修の欄は、空欄のままにしておいてください。） 

 

□２年次全体研修（総合教育センター研修） □養護教諭研修会又は養護教諭研究協議会の参加

実 施 日    月    日 （   ） 研 修 名 

□必修研修 ＜小学校・中学校・特別支援学校＞

（動画視聴または教育課程研究協議会） 
参 加 日      月    日 （   ）

実 施 日    月    日 （   ） 
視聴動画 
 

 

研修内容 

研修を通じて学んだこと 

今後に活かしたいこと   等（報告書のみ） □必修研修 ＜高等学校＞ 

２年次教職員研修 

実 施 日    月    日 （   ） 

□２年次専門研修（保健厚生課） 

実 施 日    月    日 （   ） 

 
本校、２年次研修対象者        養護教諭の上記記載の研修が終了したことを証明します。

令和  年  月  日   

  
       市・町・村立        学校   校長              
 

※この用紙は、研修再開時まで休止者本人も保存する。 
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（様式 44） 

 
  年  月  日 

 
関係教育委員会 様 

 
                         学校 校長                
 
 

指定研修休止願 
 

下記のとおり、本校対象者について研修を休止願います。 
 

記 
 

対 象 者 氏 名 職  名 職 員 番 号 

   

休止する研修  

休止の理由 

 

 

行っていない研修 

 

※現在まで行った研修が分かるよう、報告書を添えて提出する。 
※この用紙は、研修再開時まで休止者本人も保存する。 
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（様式 45） 

 
  年  月  日 

 
関係教育委員会 様 

 
                         学校 校長                
 
 

指定研修再開願 
 

下記のとおり、本校対象者について研修を再開願います。 
 

記 
 

対 象 者 氏 名 職  名 職 員 番 号 

   

再開する研修  

休止した時の 
勤務校  

研修を休止した日  

研修を再開する日  

これから行う予定

の研修 
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（様式 46） 

  年  月  日 
 
関係教育委員会 様 

 
         学校 

 
校長           

 
 
 

指定研修休止者 異動届 
 
 
 
下記のとおり、指定研修休止者（「指定研修休止願」が受理された対象者）の異動を報告します。 

 

 
 

記 
 
 

対象者の職氏名  職 名  氏 名  

現在の勤務校  

異動先の学校 

該当教育事務所  

郡 市 名  

学 校 名  

休止している研修  

休止の理由  

行っていない研修  
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（様式第２号） 

校 内 研 修 計 画 書 

                    令和〇年〇月〇日 

   

    長 野 県 教 育 委 員 会  様 

  （ 保 健 厚 生 課 扱 い ） 

                                                               （学校名：        ） 

                                                                 学校長          印 

 

担当者名  

電話番号  

   次のとおり計画していますので報告します。 

養護教諭氏名 ○○ ○○ 指導員氏名 □□ □□ 

研修予定 
研       修       内        容 

番号 日付 時間 

１ 
４月〇日

(月) 

４ 

(午前) 

・発育測定、視力検査の準備と実際、事後措置 

・保健指導の目的、計画、方法 

２ 
４月〇日

(水) 

４ 

(午前) 

・発育測定、視力検査の準備と実際、事後措置 

・保健指導の目的、計画、方法 

３ 
４月〇日 

(月) 

４ 

(午前) 

・健康診断（準備・実施・事後措置・学校医との連携・職員との連携）

・保健室の経営（保健室経営計画・学校保健計画） 

４ 
５月〇日 

(月) 

４ 

(午前) 

・血液検査の準備と実際、事後措置 

・薬品の管理 ・けがの手当と対応 

５ 
５月〇日 

(木) 

４ 

(午前) 

・内科検診、運動器検診、成長曲線について、 

・健康相談のすすめ方 ・保護者との連携 

６ 
６月〇日 

(水) 

４ 

(午前) 

・環境衛生検査について 

・水泳学習に関わる健康管理 

７ 
６月〇日 

(水) 

４ 

(午前) 

・健康相談（基礎・基本・連携）について 

・アセスメント実習 

８ 
７月〇日 

(月) 

４ 

(午前) 

・職員健康診断の実際と健康管理 

・健康診断のまとめと統計処理 

９ 
９月〇日 

(月) 

４ 

(午後) 

・就学時健康診断について（市町村教育委員会との連携） 

・アレルギー児童への対応 

10 
10月〇日 

(木) 

４ 

(午前) 

・学校保健委員会、安全衛生委員会について 

・感染症感染予防への対応 

11 
11月〇日 

(火) 

４ 

(午前) 

・体重測定、視力検査の準備と実際、事後措置 

・スキー、スケート教室への準備と対応 

12 
１月〇日 

(月) 

４ 

(午前) 

・性に関する指導について 

・保健学習への関わり 

13 
２月〇日 

(月) 

４ 

(午前) 

・年間の反省と次年度への課題 

・次年度の保健計画 

 注：研修時間は、１日当たり４時間を標準とする。 

記入例 
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その他 
 

 

様式は、長野県総合教育センターホームページ（https://www.edu-ctr.pref.nagano.lg.jp/）

「ダウンロード」の「初任者研修（養護教諭）」のページから必要に応じてダウンロードす

ること。 

 



キャリアステージで身に付けるスキル セルフチェック項目 評価

地域の行事や活動等に参加したり、地域の方と語り合ったりして、地域の特色や実情をつかもうとしている。

地域の方と交流し、社会性を高めたり、知見を広げたりしている。

地域に開かれた学校が求められる理由や地域と共にある学校づくりの仕組みを理解している。

地域の特色や、地域の方が大切にしている思いや願いを理解しようとしている。

地域に目を向けたり、足を運んだりして、地域のよさに学ぶことができる素材を教材化して授業を構想している。

「ひと・もの・こと」に直接触れる体験活動を取り入れた学習を展開している。

タイムマネジメントを心がけ、ワークライフバランスを大切にしたバランスのよい生活を送ろうとしている。

セルフチェックシートを用い、自己の強み（よさ）と弱み（課題）を把握しようと心がけている。

謙虚に学び続ける教師であり続けるために、先輩や同僚の教員からの助言、経験談に耳を傾けて学ぼうとしている。

チームの一員としての自己の役割を自覚し、任された職務に対して誠実に取り組んでいる。

チームとしての目標を理解しながら、学年会、教科会等に、自ら求め、参加している。

職員間の人間関係をより豊かにしながら、同僚と協力して目標を実現しようとしている。

危機管理やコンプライアンスについて理解し、防止のために日常的に意識している。

危機の未然防止の重要性を理解し、日頃から児童生徒の観察や安全対策を行っている。

危機発生時の対応について理解し、確実に対応することができる。

授業を「目標－内容－方法－評価」のセットで捉え、構想している。

学校教育目標と関連させて、単元や題材など内容や時間のまとまりを見通し、単元計画を立てている。

個々の児童生徒の状況を把握しながら、課題を決め、具体的な構想、手立て、評価を行っている。

「児童生徒」「教材」「問題解決の過程」をバランスよく理解して授業づくりをしている。

基礎的・基本的な「知識・技能」を確実に身に付ける授業をしている。

児童生徒が「思考力・表現力・判断力等」を高めていく単元を構想している。

「信州Basic」等を踏まえて、授業に必要な基本的な指導について理解している。

「ねらいを明確に」「めりはりをつけて」「ねらいの達成を見とどけて」の３観点を意識した授業を行っている。

「主体的・対話的で深い学び」の視点から授業改善に取り組んでいる。

学習指導要領の目標に準拠した評価の計画を立て、児童生徒一人一人の学習状況を的確に把握している。

児童生徒に対する学習評価を指導の評価として捉え、授業改善や指導の工夫に生かしている。

児童生徒が学習内容の価値や自己の高まりに気づけるよう、自己評価の場面を授業に位置付けている。

児童生徒の内面を共感的に理解し、一人一人を大切にしている。

学年会や職員会などで児童生徒の話をしている。

適応に課題を抱えている児童生徒に、置かれている背景をふまえながら、次の一歩を踏み出せるような支援をすることを心がけている。

児童生徒の社会的スキルの向上を目指し、集団生活の中でのルールづくりや、人間関係づくりの活動を行っている。

児童生徒一人一人を理解し、個に応じた役割をもたせている。

集団の目標を達成するため、それぞれの役割を担ったり、自分たちの力で問題解決を行ったりできるよう指導している。

ICTを効果的に活用している身近な教員から、具体的な活用例を聞き、活用例を参考にしながら、校内のＩＣＴを活用している。

情報社会の進展に伴う、児童生徒のＩＣＴ活用の実態や状況把握に努めている。

児童生徒の発達段階やＩＣＴ活用の実態をもとに、具体例に基づいた情報モラルの指導を行っている。

児童生徒のよさに気づき、本人の困った気持ちに共感しながら児童生徒の理解を深めるとともに、個別の教育支援計画・個別の指導計画を作成する意義がわかり、作成することができる。

合理的配慮について基本的な考え方を理解し、特別支援教育コーディネーター等と相談しながら、個に応じた合理的配慮を行うことができる。

「全員が力を発揮し、認め合う学級づくり」等を行いながら、授業のユニバーサルデザイン化に取り組んでいる。

児童生徒に対して適切な課題を設定し、総合的な学習の時間のねらいを実現する学習活動を展開している。

児童生徒が、実社会や実生活との関わりを重視した課題を設定し、つながりを意識した探究的な学びを行っている。

児童生徒が、ＩＣＴを活用して効率的な情報収集を行うとともに、言語活動を充実させて適切な課題解決策を導き出している。

職 名

⽒ 名

キャリアステージ
Ⅰ 基礎形成期相当

（経験１年から５年程度）

E6

理念指標

地域コミュニティの拠
点としての学校づくり

地域をフィールドにし
た学びづくり

学
習
指
導

D2

D4

D3

E1

E2

スキルの平均 E3

E4

学校名

C1

C2

繰り返し自覚し絶えず意識化を図る資質能力

Ａ　高い倫理観と使命感及び確かな子ども理解　①社会の秩序と規律を遵守し、信頼される存在
②教員としての責務の自覚　③子どもに関する確かな科学的知見と深い人間愛

Ｂ　確かな人権意識と共感力
①全ての人の人権を尊重する態度　②児童生徒や保護者の思いを感じ取る力

　
Ｃ
　
地
域
社
会
と

　
連
携
・
協
働
す
る
力

実務指標

経
験
や
研
修
を
積
む
こ
と
で
高
め
て
い
く
資
質
能
力

セルフマネジメント

学習評価
（Check-Action）

D1

教材研究
（Plan）

指導方法
（Do)

Ｄ
 
目
標
実
現
に
向
け
、

柔
軟
に
対
応
す
る
力

E7

E8

・信頼される学校を実現する上で、危機管理やコンプライア
ンスが欠かせないことを理解し、危機の未然防止や発生時
の対応に確実に取り組む。

・日々の教育活動を「目標−内容−方法−評価」のセットで捉
え、意図的・計画的に実践する。

・「目標に準拠した評価」により一人一人の学習状況を把握
し、適切なフィードバックを行って内容の確実な定着を図
る。
・児童生徒が自己評価を行うことを学習活動に位置付け、
学習内容の価値や自己の高まりに気づかせる。

・児童生徒の内面を共感的に理解し、信頼関係を構築す
る。
・保護者や同僚と連携し、児童生徒を取り巻く環境や抱え
ている課題を的確に把握し、指導に生かす。

・教科等の特質に応じた「見方・考え方」を活用して、「知
識・技能」を確実に身に付ける授業を構想する。
・「習得−活用−探究」の学びの過程を通して、児童生徒が
「思考力・表現力・判断力等」を高めていく単元を構想す
る。
・「授業がもっとよくなる３観点」や「信州Basic」を踏まえた授
業を確実に行う。
・「アクティブ・ラーニング」の視点から、授業改善に取り組
み、児童生徒の個性に応じた質の高い深い学びを引き出
す。

・地域の活動や行事に積極的に参加したり、地域の方と交
流したりして、地域理解に努める。

・地域素材を教材化したり、地域での体験学習を取り入れ
たりして、児童生徒が地域を理解し、そのよさを実感できる
ようにする。

※各セルフチェック項目について、「評価」の欄に１～５の自己評価を入力してください初任者研修セルフチェックシート

Ｅ
 
「

教
育
の
プ
ロ
」

と
し
て
の
高
度
な
知
識
や
技
能

資質能力を支えるスキル

チームマネジメント

危機管理

カリキュラム・
マネジメント

生
徒
指
導

現
代
的
な
諸
課
題
へ
の
対
応

・ワークライフバランスを重視し、健康や時間を自ら管理しな
がら、職務に向かうコンディションを維持する。
・自己課題に沿った研修を実施し、周囲の助言や自己の振
り返りをもとに、成長し続けようと努力する。

・チームの一員としての自己の役割を自覚し、任せられた
職務に対して誠実に取り組む。
・チームの目標を理解し、同僚と協力して目標実現に向け
て努力する。

・発達障がいや「合理的配慮」等に関する基本的な知識や
考え方を身に付け、障がいの状況や教育的ニーズを踏ま
えた個に応じた支援を行う。
・ユニバーサルデザインの視点を取り入れた学習環境づくり
に取り組む。

・探究のプロセスの手法を身に付け、ファシリテーターとし
て、深い学びの実現に取り組む。
・児童生徒や地域の実態に基づき、総合的な学習の時間
のねらいを実現する学習プランを作成する。

日頃の心構え

・集団生活を送る上でのルールづくり、人間関係づくりを通
して、児童生徒の社会的スキルを高める。
・自発的・自治的な活動を重視し、児童生徒の集団への所
属感や連帯感、問題解決力を高める。

・学習目標の達成や校務の効率化に向け、学校にあるＩＣＴ
を効果的に活用する。
・児童生徒の発達段階や実態に応じ、具体例に基づいた
情報モラルの指導を行う。

　セルフチェックのまとめ

E5

個への指導

集団における指導

ＩＣＴ活用

インクルーシブな教育

探究の学び

スキルの平均



キャリアステージで身に付けるスキル セルフチェック項目 評価

地域の行事や活動等に参加したり、地域の方と語り合ったりして、地域の特色や実情をつかもうとしている。

地域の方と交流し、社会性を高めたり、知見を広げたりしている。

地域に開かれた学校が求められる理由や地域と共にある学校づくりの仕組みを理解している。

地域の特色や、地域の方が大切にしている思いや願いを理解しようとしている。

地域に目を向けたり、足を運んだりして、地域のよさに学ぶことができる素材を教材化して授業を構想している。

「ひと・もの・こと」に直接触れる体験活動を取り入れた学習を展開している。

タイムマネジメントを心がけ、ワークライフバランスを大切にしたバランスのよい生活を送ろうとしている。

セルフチェックシートを用い、自己の強み（よさ）と弱み（課題）を把握しようと心がけている。

謙虚に学び続ける教師であり続けるために、先輩や同僚の教員からの助言、経験談に耳を傾けて学ぼうとしている。

チームの一員としての自己の役割を自覚し、任された職務に対して誠実に取り組んでいる。

チームとしての目標を理解しながら、学年会、教科会等に、自ら求め、参加している。

職員間の人間関係をより豊かにしながら、同僚と協力して目標を実現しようとしている。

危機管理やコンプライアンスについて理解し、防止のために日常的に意識している。

危機の未然防止の重要性を理解し、日頃から児童生徒の観察や安全対策を行っている。

危機発生時の対応について理解し、確実に対応することができる。

授業を「目標－内容－方法－評価」のセットで捉え、構想している。

学校教育目標と関連させて、単元や題材など内容や時間のまとまりを見通し、単元計画を立てている。

個々の児童生徒の状況を把握しながら、課題を決め、具体的な構想、手立て、評価を行っている。

けがや疾病の症状を的確にアセスメントしている。

救急な対応が必要な場面で、関係機関と連携し組織的な対応をしている。

児童生徒の安心・安全な生活のために、環境衛生管理に努めている。

健康上特別な配慮を要する児童生徒について関係機関と連携している。

ICT端末やクラウド等を活用し、健康診断や健康観察を効率的に実施している。

健康観察による児童生徒の心身の健康状態を把握し分析している。

ICT端末やクラウド等を活用した保健教育を行っている。

必要に応じて学級担任等と連携し、児童生徒の実態や科学的根拠を踏まえた保健学習を行っている。

カリキュラムマネジメントの視点で、年間の評価を年間の学校保健計画に生かしている。

特別な配慮を要する児童生徒のニーズを見極めた健康相談・保健指導を行っている。

個別の健康課題を捉え、発達段階に応じた課題解決に向けて、健康相談・保健指導を行っている。

健康課題の背景の把握、支援方針・支援方法の検討し、学校内外の連携し支援をしている。

学校教育目標や学校保健目標を踏まえ、年度ごとに重点的に取組む事項について目標を立てている。

児童生徒の健康課題に応じた保健室計画を作成し、実践している。

ICT端末やクラウド等を活用して情報を収集・分析し、主な健康課題について焦点化を図っている。

一人一人の児童生徒が安心して個性を発揮することができるよう意識しながら、保健組織活動を推進している。

健康課題を把握し、学校三師・関係諸機関・関係者等との連携・協力体制を構築している。

保健組織活動の企画・運営に積極的に参画し、教職員と連携して学校保健活動を推進している。

児童生徒の実態や特性に配慮した学校環境や連携体制を整備している。

事故発生時には、関係者に報告・連絡を確実に行い、指示を仰ぎながら対応している。

事故発生事例を分析し、課題を明らかにしている。

健康課題解決のために、計画的・系統的に情報を収集・分析し、学校現場で可能な実践的研究や研修に積極的に取り組んでいる。

日常の実践から課題意識を持ち、課題解決や実践力の向上に向けて積極的に研修に参加している。

児童生徒や学校の健康課題に対し、課題意識や研究疑問を見出している。

職 名

⽒ 名

キャリアステージ
Ⅰ 基礎形成期相当

（経験１年から５年程度）

理念指標

地域コミュニティの
拠点としての学校づ
くり

地域をフィールドに
した学びづくり

D2

D4

D3

セルフマネジメント

危機管理

カリキュラム・
マネジメント

スキルの平均 E2

E3

学校名 実務指標

経
験
や
研
修
を
積
む
こ
と
で
高
め
て
い
く
資
質
能
力

D1
Ｄ
 
目
標
実
現
に
向
け
、

柔
軟
に
対
応
す
る
力

E6

E7

　セルフチェックのまとめ

E4

E5

E1

・ワークライフバランスを重視し、健康や時間を自ら管理しながら、職務に
向かうコンディションを維持する。
・自己課題に沿った研修を実施し、周囲の助言や自己の振り返りをもとに、
成長し続けようと努力する。

・チームの一員としての自己の役割を自覚し、任せられた職務に対して誠実
に取り組む。
・チームの目標を理解し、同僚と協力して目標実現に向けて努力する。

・児童生徒の実態や特性に配慮した学校環境や連携体制を整備す
る。
・事故発生時には、関係者に報告・連絡を確実に行い、指示を仰
ぎながら対応する。
・事故発生事例を分析し、課題を明らかにする。

・信頼される学校を実現する上で、危機管理やコンプライアンスが欠かせな
いことを理解し、危機の未然防止や発生時の対応に確実に取り組む。

・日々の教育活動を「目標−内容−方法−評価」のセットで捉え、意図的・計
画的に実践する。

・カリキュラム・マネジメントの視点を生かし、保健教育の年間指導計画の
作成に参画する。
・児童生徒の実態や科学的根拠を踏まえ、学級担任等と連携しながら保健教
育を行う。
・ICT端末やクラウド等を活用した保健教育を行う。

・健康課題の背景の把握、支援方針・支援方法の検討、学校内外
の連携というプロセスを理解する。
・個別の健康課題を捉え、発達段階に応じた課題解決に向けて、
健康相談・保健指導を行う。
・特別な配慮を要する児童生徒のニーズを見極めた健康相談・保
健指導を行う。

・けがや疾病の症状を的確に見極め、受診の必要性などについて適切に判断
し、迅速に対応する。
・救急体制を整備し、関係機関と連携しながら組織的に対応する。
・児童生徒の健康上の課題を早期に発見し、適正な保健管理を行う。

・健康情報や公文書を適正に管理する。
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（養護教諭）

資質能力を支える
スキル

チームマネジメント

日頃の心構え

・地域の活動や行事に積極的に参加したり、地域の方と交流したりして、地
域理解に努める。

・地域素材を教材化したり、地域での体験学習を取り入れたりして、児童生
徒が地域を理解し、そのよさを実感できるようにする。

C1

C2

繰り返し自覚し絶えず意識化を図る資質能力

Ａ　高い倫理観と使命感及び確かな子ども理解　①社会の秩序と規律を遵守し、信頼される存在　②教員
としての責務の自覚　③子どもに関する確かな科学的知見と深い人間愛

Ｂ　確かな人権意識と共感力
①全ての人の人権を尊重する態度　②児童生徒や保護者の思いを感じ取る力

　
Ｃ
　
地
域
社
会
と

　
連
携
・
協
働
す
る
力

・ICT端末やクラウド等を活用して情報を収集・分析し、主な健康
課題について焦点化を図る。
・学校教育目標や学校保健目標を踏まえ、児童生徒の健康課題に
応じた保健室計画を作成し、実践する。

・保健組織活動の企画・運営に積極的に参画し、教職員と連携し
て学校保健活動を推進する。
・健康課題を把握し、学校三師・関係諸機関・関係者等との連
携・協力体制を構築する。

・児童生徒や学校の健康課題に対し、課題意識や研究疑問を見出
す。
・日常の実践から課題意識を持ち、課題解決や実践力の向上に向
けて積極的に研修に参加する。

＜保健室経営＞

＜保健組織
   活動＞

＜安全管理・
 危機管理＞

＜研究・研修＞

Ｅ
 
「

教
育
の
プ
ロ
」

と
し
て
の
高
度
な
知
識
や
技
能

E1

＜保健教育＞

＜保健管理①＞

＜保健管理②＞

＜健康相談/
 保健指導＞
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新規採用養護教諭研修 研修日程 

１ 校外研修の期日、内容、会場について 

  校外研修の概要は次のとおりとし、各研修の詳細は別途通知する。 

＜１年次研修＞ 

(1) 小学校・中学校・特別支援学校 

開催日 研修名 会場 主な内容 

４／15（火） スタート研修 総合教育センター 
・長野県の教育について 

・教員として期待すること 

５／22（木） 専門研修① 総合教育センター 
・保健管理（健康診断・疾病管理・救急処置・

アレルギー疾患への対応）・保健室経営 

６／３（火） 教師力向上研修Ⅰ オンライン研修 ・ICT活用指導力向上に関わる講義演習 

７／28（月） 夏期研修 オンライン研修 
・コンプライアンス 

・生徒指導、保護者対応 

７／29（火） 対面・集合型研修 総合教育センター ・専門研修（保健管理・保健教育）等 

（４～９月末まで

に各校で実施） 
実地研修 近隣の協力校 

・保健管理・保健教育・健康相談/保健指導 

・保健室経営・保健組織活動・安全管理危機管理 

10／31（金） 
クロスエイジ研修 

（キャリⅠとの合同研修） 
総合教育センター 

・学校保健・保健指導 

・ＩＣＴを活用した健康教育 

12／２（火） 養護教諭生徒指導研修 総合教育センター ・生徒指導、保健室経営 

12／19（金） 専門研修② 総合教育センター 
・疾患理解、救急処置（ＡＥＤ講習） 

・安全管理・学校危機管理 

２／13（金） プログレス研修 総合教育センター ・一年のまとめ、養護教諭の役割 

(2) 高等学校 

開催日 研修名 会場 主な内容 

４／８（火） 教職基礎研修Ⅰ 総合教育センター 
・長野県の教育について 

・教員として期待すること 

５／22（木） 専門研修① 総合教育センター 
・保健管理（健康診断・疾病管理・救急処置・

アレルギー疾患への対応）・保健室経営 

６／３（火） 教師力向上研修Ⅰ オンライン研修 ・ICT活用指導力向上に関わる講義演習 

７／28（月） 夏期研修 オンライン研修 
・コンプライアンス 

・生徒指導、保護者対応 

７／29（火） 対面・集合型研修 総合教育センター ・専門研修（保健管理・保健教育）等 

（４～９月末まで

に各校で実施） 
実地研修 

近隣の協力校 ・保健管理・保健教育・健康相談/保健指導 

・保健室経営・保健組織活動・安全管理危機管理 

９／９（火） 生徒指導基礎研修Ⅱ 
総合教育センター

（高初研） 
・生徒指導 

10／31（金） 
クロスエイジ研修 

（キャリⅠとの合同研修） 
総合教育センター 

・学校保健・保健指導 

・ＩＣＴを活用した健康教育 

12／２（火） 生徒指導基礎研修Ⅲ 
総合教育センター

（高初研） 
・生徒指導、保健室経営 

12／19（金） 専門研修② 総合教育センター 
・疾患理解、救急処置（ＡＥＤ講習） 

・安全管理・学校危機管理 

２／13（金） プログレス研修 総合教育センター ・一年のまとめ、養護教諭の役割 

＜２年次研修＞※令和６年度新規採用者 

(1) 小学校・中学校・特別支援学校 

５／８（木） ２年次全体研修 オンライン研修  

11／11（火） ２年次専門研修 総合教育センター ・養護教諭の職務・学校保健と学校保健計画 

(2) 高等学校 

５／８（木） ２年次全体研修 オンライン研修  

９／25（木） ２年次教職研修Ａ 総合教育センター  

11／11（火） ２年次専門研修 総合教育センター ・養護教諭の職務・学校保健と学校保健計画 

２ 連絡協議会について 

 開催日 対象者 会場(予定） 内容 

第１回 ４／３（木） 指導員 総合教育センター 研修の概要説明、校内研修計画作成等 

第２回 ８／27（水） 指導員 指導内容の情報交換等 
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